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努力が実を結ぶ瞬間！

忘れられない感動体験！

家族、仲間の応援と熱狂！

Team Sports がもたらすもの・・・
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スケジュールや予算管理。

試合の手配や連絡対応。

応援いただく皆さんへの情報共有。

その裏側で支える人の負荷が・・・

同じ仲間でボランティアなのに・・・



仲間

共感

応援感動

活力
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◼ ワクワクがチームを熱くする「TeamHub」アプリ 登録20万チーム突破！

業界最大級のDoスポーツマーケティングソリューション

Doスポーツにおける、メディア×アプリ×リアルのすべてを網羅した唯一の会社です。

全国863店舗
XEBIO,Victoriaで193店舗

◼ 応援がチームを熱くする「Joynup」をリリース

◼ 情報がスポーツ業界を熱くする「AZrena」を展開

◼ スポーツが女性を幸せにする「B＆」を創刊



Purpose（存在意義）

• 身体が動くこと＝心身の健康
（Wellness）
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• チームが動く＝時間の共有、居場所
（Community）

• 心が動く＝支える、応援する喜び
（Donate、Share）

21世紀最大の死因ともいわれる「孤独」
をTeamで打ち破り、

心身共に健康な人々が溢れる社会を創出
する



VISION
すべての人に動くきっかけを
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MISSION
ITを通じてすべての人が

スポーツに触れる瞬間を作る
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VALUE
大きなことに挑め

スポーツを楽しめ

素直であれ
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SOLUTION

TeamHub – アプリ

活動の記録がチームを熱くする

Joynup – Web

応援がチームとファンを熱くする

AZrena – Webメディア

情報がスポーツを熱くする

B& – Webメディア

スポーツが女性を幸せにする
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TeamHub×リサーチプロモーション
×大型スポーツ用品店

• TeamHub内でユーザー向けにアンケート付
きでのプレゼントキャンペーンを実施

• 企業の商品を使ってもらう機会を与える

• アンケートでリアルなスポーツ実施者の声を
収集し、企業のマーケティングや企画開発時
に活用。
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ビジネスモデル（一例）



チーム
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グローバルな開発力

スポーツの原体験を持つマーケター

ユーザー体験（CX）にこだわるサポートチーム



TeamHubとは
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スポーツチーム向けの

チームマネジメントアプリ

登録チーム200,000チーム、対応競技数101種

類の国内唯一のチーム専用アプリです。

日程連絡、スコアリングなど、チームを管理

するうえで不可欠なツールをすべて網羅して

います。

※PCやガラケーにも対応しています。

200,000 101競技チーム

スコア記録・管理 スケジュール調整・共有

クーポン

出欠回答・管理チーム内連絡・チャット

動画投稿
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DXによる課題解決
イメージ
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• 部活動の指導者派遣

子供たちと外部指導員のコミュニケー
ションをとるツールがない

①LINEで直接のコミュニケーションは
避けたい。

②学校や家庭の目が届く場所にしたい

• アマチュアチームスポーツの

取り組みを可視化できるため、

心身ともに健康な方が増えていく。
活動のポイント化などをご支援。

• 自分が育ったスポーツチーム競技
団体へのふるさと納税の実現



最後に

スポーツがある世界は楽しい
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心身が健康な人が溢れる社会は明るい

Teamがある人生は豊かだ
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Appendix



スポーツ市場

『未来投資戦略2017』にて

スポーツ市場規模は2025年までに

15.2兆円まで拡大を目標に

出典 スポーツ庁経済産業省「スポーツ未来開拓会
議中間報告」(平成28年6月発表)より
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アマチュアスポーツ

プロスポーツ

IoT活用

スポーツ用品

スタジアム・アリーナ

スポーツツーリズム等周辺産

業
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国内スポーツチーム 138万チーム

• 用品購入市場 年間平均支出額 26,485円/人

市場規模4,139億円（前年比9.7%)

• 施設利用・会費市場 年間平均支出額 58,148円/人

市場規模7,616億円（前年比18.0％）
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Market Value

「マクロミルと三菱 UFJ リサーチ&コンサルティングによる共同調査」2020年9月実施

（月2回以上活動するチーム）

タイ フィリピン ベトナム
陸上競技連盟：4,300人、バレーボール協会：2,250
名、卓球協会：2,000名、テニス協会：1,998名、ボート・
カヌー協会：1,600名、ボディビルディング協会：1,500
名、ラグビー協会：1,200名、テンピンボウリング協会：
1,100名、体操連盟：350名、ビリヤード連盟：325名

テコンドー 72,000名、ラグビー 16,837名、
トライアスロン 2,000名、ソフトテニス 950名
ムエ（タイ） 600～700名、フェンシング 350-400名、
体操 350名、アーチェリー 345名、太極拳 40名
ボウリング 38名

ホーチミンのスポーツ参加者：59.7％（調査年不明）
最も人気があるスポーツはサッカー
バドミントン、テニス、卓球、チェス、女子バレーなどが
人気種目

ASEAN各国のスポーツ実施状況

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kokusai/doc/ASEAN/H29ASEAN_Report.pdf
公益財団法人日本スポーツ協会：平成29年度アセアン諸国におけるスポーツ推進貢献調査報告書

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kokusai/doc/ASEAN/H29ASEAN_Report.pdf


利用チーム数
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TeamHub β版リリース

2017/11
スコア機能に
野球対応
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野球Youtuber
「トクさんTV」にて
アプリ紹介
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ユーザーの特徴
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カテット白沢サッカースクール代表 元川知則様（管理者）

ⒸLink Sports Inc, All  Rights  Reserved. | CONFIDENTIAL

メンバーの出欠を一目で確認できたり、プッシュ通知機能もついているので従来の電話やメールなどの連絡網がこのアプリで済むので重宝しています。
日程調整なども未回答者に対してリマインドメールなども簡単に送れるので便利です。
スコア管理がデータ化されるので、現地に来られない親御さんたちにリアルタイムで結果を共有できますね。
スクール関係者と保護者全員で子供たちの状況が共有できますし、投稿機能を使って気軽に試合や練習の連絡を行っています。

中高部活

17%

大学部活サークル

14%

少年チーム

19%

社会人チーム

50%

プレーヤー

60%
18~34歳

指導者・保護者

40%
35歳以上

毎日

11%

週2以上

34%

週1

23%

隔週

13%

月1

10%

それ以下

10%

週1以上
スポーツをする人

70%

利用チーム様

・慶應義塾大学 女子ラクロス部 様

・少年野球チーム船橋フェニックス 様

・YouTuber草野球チーム天晴 様

・カテット白沢サッカースクール 様
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